
元
文
五
年
正
月

嶋
村
�
百
姓
市
左
衛
門
�
云
者

宇
部
小
串
村
澳
�
山
松
濱
砂
中
�
�

壺
一
�
掘
出

中
�
�

半
両
秦
始
皇
鋳
之

五
銖
前
漢
武
帝
鋳
之

摩
訶
不
思
議
�
�
事
甚
�

庄
屋
藤
野
好
平
�
�

領
主
福
原
元
貞
�
之
�
差
出

版
元�

山
口
大
学
屋

� 

� 

� 

版

宇
部
村

版

19
53

年（
昭
和

28
年
）1
0 月

27
日

月
曜
日

山

大

　

�
下
関
市
５
日
�
横

山
成
己
�
し
も
の
せ
き

市
水
族
館
の
ス
ナ
メ
リ

可
愛
い
で
す
ね
�
ほ
ら

ほ
ら
あ
の
白
く
て
小
さ

い
イ
ル
カ
み
た
い
な
ヤ

ツ
�
宮
島
水
族
館
で
一

度
見
た
こ
と
が
あ
�
た

け
ど
�
ま
さ
か
瀬
戸
内

海
に
普
通
に
生
息
し
て

い
る
と
は
知
ら
な
か
�

た
�
陸
上
生
活
者
で
あ

る
我
々
人
類
に
と
�
て

は
�
海
�
て
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
ね
�

市
立
し
も
の
せ
き
水
族
館

ス
ナ
メ
リ
情
報
求
む

�
四
十
肩�

人
�
骨
見
�

�
�
�
�
�

�
�
骨
直
��

�
防
府
市�

田
中
精
銅
�

�
船
出
待
��

同
�
姿
勢
�

�
�
�
�
�

骨
�
�
�
�
��

�
豊
北
町�

太
田

弥
生
人
骨
大
量
出
土

弥
生
人
骨
大
量
出
土

豊
北
町

土
井
�
浜
遺
跡

　

渡
来
人
の
集
団
墓
地
か

　

�
豊
北
町
５
日
�
横
山
成
己
�
土
井
�
浜
遺
跡
は
�
本
州
最
西
端
に
位

置
す
る
山
口
県
の
西
海
岸
�
豊
北
町
現
下
関
市
に
あ
る
弥
生
時
代
の
埋
葬

跡
�
昭
和
二
十
七
年
�
地
元
中
学
校
教
諭
衛
藤
和
行
氏
が
人
骨
や
貝
製
腕

輪
を
採
集
し
�
九
州
大
学
鏡
山
猛
氏
に
連
絡
し
た
こ
と
に
よ
り
�
遺
跡
が

存
在
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
た
�

　

発
掘
調
査
は
�
十
月

六
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
�

調
査
を
担
当
し
た
の
は

鏡
山
氏
よ
り
遺
跡
の
情

報
を
入
手
し
た
金
関
丈

夫
九
州
大
学
医
学
部
教

授
�
貝
製
の
腕
輪
か
ら
�

土
井
�
浜
遺
跡
が
弥
生

時
代
の
埋
葬
跡
で
あ
る

こ
と
を
推
定
�
さ
ら
に

確
証
を
得
る
た
め
�
現

地
で
の
発
掘
調
査
に
乗

り
出
し
た
�

　

調
査
開
始
後
な
か
な

か
目
当
て
の
人
骨
は
発

見
で
き
な
か
�
た
が
�

調
査
場
所
の
変
更
に
よ

り
つ
い
に
良
好
な
人
骨

�
一
号
人
骨
�
を
発
見
�

こ
の
人
骨
は
現
在
�
鵜

を
抱
く
女
�
と
し
て
土

井
�
浜
遺
跡
の
名
物
人

骨
と
な
�
て
い
る
が
�

鵜
の
骨
で
は
な
い
ん
じ

�
な
い
か
？
と
い
う
指

摘
を
受
け
て
い
る
�

　

兎
に
も
角
に
も
こ
の

人
骨
の
発
見
後
�
次
々

に
人
骨
が
出
土
�
土
井

�
浜
遺
跡
が
埋
葬
跡
で

あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
確

実
と
な
�
た
の
で
あ
る
�

　

発
見
さ
れ

頭
位
を
東
に

海
に
顔
を
向

る
こ
と
か
ら

て
い
る
�

　

ま
た
�
出

徴
か
ら
�
縄

る
特
徴
を
有

渡
来
人
で
あ

後
大
き
な
反

と
に
な
る
の
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山
口
市
教
育
委
員
会

の
発
表
に
よ
る
と
�
先

月
一
日
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
山
口
市
神
田
山
�

こ
う
だ
や
ま
�
石
棺
群

�
山
口
市
大
内
上
矢
田
�

の
発
掘
調
査
で
�
盃
状

穴
�
は
い
じ
�
う
け
つ
�

が
確
認
さ
れ
た
�

　

盃
状
穴
は
�
出
土
し

古
墳
時
代
初
頭
�
盃
状
穴
確
認

�
�
�
�
�

性
�
�
�
�
�
象
徴
�
�

山口市

神田山石棺

た
第
一
号
石
棺
の
蓋
石

一
枚
に
確
認
さ
れ
た
�

先
史
時
代
の
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
例
は
�
福
岡

県
三
雲
遺
跡
の
弥
生
時

代
前
期
と
推
定
さ
れ
る

支
石
墓
の
蓋
石
に
人
為

的
に
穴
が
施
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
が
�
神
田
山

第
一
号
石
棺
は
出
土
遺

物
か
ら
古
墳
時
代
初
頭

に
築
か
れ
た
も
の
推
定

さ
れ
�
時
期
的
に
大
き

な
隔
た
り
を
見
せ
て
い

る
�

　

盃
状
穴
は
�
先
史
時

代
の
朝
鮮
半
島
や
ヨ
�

ロ
�
パ
な
ど
広
範
囲
に

見
ら
れ
�
女
性
器
を
模

し
た
信
仰
に
関
連
す
る

遺
物
と
推
定
さ
れ
る
�

岩　国
柳　井

徳　山
防　府

山　口
宇　部

萩
長　門

下　関

山
口　

内
藤　

貴

向
津
具
出
土
銅
剣
�

��

国
�
重
要
文
化
財
�
指
定

　

大
津
郡
油
谷
町
字
本

郷
出
土
の
有
柄
細
形
銅

剣
一
口
が
�
六
月
二
十

八
日
付
け
で
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
�

 

�
文
化
財
保
護
委
員
会

告
示
第
二
十
九
号
�

　

こ
の
銅
剣
は
�
明
治

二
十
年
頃
�
大
津
郡
向

津
具
村
字
安
佐
王
屋
敷

�
当
時
�  

に
お
い
て
�

田
地
の
開
墾
作
業
の
掘

削
の
際
�
丘
陵
斜
面
の

崩
落
土
中
か
ら
発
見
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
�
し
か
し
�
そ
の
後

出
土
状
況
を
再
調
査
し

た
と
こ
ろ
�
明
治
三
十

四
年
�
暴
風
雨
の
襲
来

に
よ
る
現
地
の
地
滑
り

に
伴
う
復
旧
工
事
の
際
�

近
く
に
あ
�
た
五
輪
塔

が
崩
落
し
�
そ
の
下
位

か
ら
出
土
し
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
�
た
�

　

こ
の
銅
剣
は
�
有
柄

細
形
銅
剣
に
分
類
さ
れ

る
物
で
�
最
大
の
特
徴

は
剣
身
だ
け
で
な
く
�

鐔
�
つ
ば
�・
柄  

�
つ

か
�・
把
頭
飾  

�
は
と

う
し
�
く
� 

も
青
銅
製

で
あ
る
点
だ
�
現
在
七

個
に
破
損
し
て
お
り
�

鋒
お
よ
び
把
頭
飾
上
端

の
円
盤
部
を
欠
損
し
て

い
る
が
�
現
在
長
四
十

四
・
一
�
を
測
る
�

　

地
元
油
谷
町
で
は
�

国
の
重
要
文
化
財
指
定

を
記
念
し
て
�
七
月
七

日
の
七
夕
の
夜
�  

�
向

津
具
銅
剣
と
天
の
川
鑑

賞
の
夕
べ
�
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
�
詳
し

く
は
油
谷
町
教
育
委
員

会
七
夕
祭
実
行
委
員
会

ま
で
�

�
連
絡
先
�

　

〒***-**

　

油
谷
町
教
育
委
員
会

　

七
夕
祭
実
行
委
員
会

　
　

 *****-**-****

山
　
大
　
新
　
聞

1
9

山
口
県

地
域
情
報
版

第
二
回
神
籠
石
�
�
�
�
開
催

光
市�

古
代
山
城
�
土
塁
�
�
�
�
再
現

　

十
九
日
・
二
十
日
に

か
け
て
�
光
市
で
�
第

二
回
神
籠
石
サ
ミ
�
ト
�

が
開
催
さ
れ
た
�

　

昨
年
に
引
き
続
き
二

回
目
と
な
る
今
回
の
サ

ミ
�
ト
で
は
�
初
日
に

基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
�

二
日
目
に
は
石
城
山
山

頂
で
古
代
山
城
の
土
塁

工
法
の
再
現
実
験
が
行

わ
れ
�
多
く
の
参
加
者

で
賑
わ
�
た
�

　

会
場
と
な
�
た
石
城

山
は
�
古
代
山
城
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
�

 

�
石
城
山
神
籠
石
�
と

し
て
国
の
文
化
財
�
史

跡
�
に
認
定
さ
れ
て
い

る
�
し
か
し
な
が
ら
�

古
代
の
文
献
に
は
全
く

登
場
し
な
い
遺
跡
で
あ

り
�
そ
の
実
態
は
謎
に

つ
つ
ま
れ
て
い
る
�
昭

和
三
十
八
年
・
三
十
九

年
に
は
�
文
化
財
保
護

委
員
会
・
山
口
県
教
育

委
員
会
・
大
和
村
教
育

委
員
会
に
よ
る
発
掘
調

調
査
が
行
わ
れ
た
が
�

謎
が
謎
を
生
む
成
果
と

な
�
た
感
は
否
め
な
い
�

　
　
　
　

�
横
山
成
己
�

�
�
�
�
滝
十
傑

道�

永�
��

滝

山
口
県
萩
市
�
旧
須
佐
町
�
弥
富
下

緑
中
に　

岩
の
黒　

水
の
白

　
　
　
　
　
　
　
　

落
涙
の
名
瀑

（第３種郵便物不認可）
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孤
島
�
古
代
�
軍
事
拠
点
�…

萩市見島

�
�
�
�
�
古
墳
群
�

�
�
�

発
掘
調
査
終
了

　

遺
跡
は
�
山
口
県
教

育
委
員
会
と
萩
市
教
育

委
員
会
に
よ
り
�
昭
和

三
十
五
年
か
ら
調
査
が

続
け
ら
れ
て
い
た
�

�
ジ
�
コ
ン
ボ
古
墳
群
�

　

萩
市
街
の
北
北
西
四
十
五
�
地
点
�
日

本
海
の
真
�
直
中
に
浮
か
ぶ
見
島
に
お
い

て
実
施
さ
れ
て
い
た
発
掘
調
査
終
了
し
た
�

　

三
カ
年
に
及
ぶ
調
査
に
よ
り
�
島
の
南

東
端
部
の
�
ジ
�
コ
ン
ボ
古
墳
群
�
と
呼

ば
れ
る
遺
跡
が
古
代
の
一
大
埋
葬
跡
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
�

と
い
う
名
称
は
�
遺
跡

が
所
在
す
る
土
地
が
地

元
住
民
に
よ
�
て
�
ジ

�
コ
ン
ボ
�  

�
ジ
コ
ン

ボ
�
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
に
由
来
す
る
� こ

の
地
名
の
由
来
に
関

し
て
は
�
見
島
で
は
爺

を
�
ジ
�
コ
�
��  

婆

を
�
バ
�
コ
�
�
と
呼

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
�

ジ
�
コ
ン
ボ
�
爺
の
墓
�

つ
ま
り  

�
先
祖
の
墓
�

を
意
味
す
る
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い

る
�
本
当
か
な…

�

　

発
掘
調
査
に
よ
り
�

遺
跡
か
ら
は
約
二
百
基

の
埋
葬
施
設
が
発
見
さ

れ
た
�
実
際
に
発
掘
を

行
�
た
の
は
そ
の
内
十

七
基
だ
が
�
出
土
品
は

予
想
と
大
き
く
異
な
る

内
容
だ
�
た
�

　

埋
葬
施
設
か
ら
出
土

し
た
遺
物
に
は
�
多
量

の
須
恵
器
と
伴
に
多
数

武
具
�
鉄
刀
�
鉄
鏃
な

ど
��
装
身
具  

�
勾
玉

や
管
玉
�
金
製
の
耳
環

な
ど
��
銅
銭  

�
和
同

開
珎
�
神
功
開
宝
な
ど

��  

金
属
製
の
食
器
な

ど
が
あ
り
�
さ
ら
に
古

代
の
律
令
官
人
が
身
に

つ
け
た
銅
製
・
石
製
の

腰
帯
飾
り
が
出
土
し
た
�

　

こ
れ
ら
の
出
土
遺
物

か
ら
�
こ
の
墳
墓
群
に

は
島
に
土
着
し
て
い
た

農
民
・
漁
民
が
葬
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
�

中
央
政
府
か
ら
派
遣
さ

れ
た
官
人
が
葬
ら
れ
た

と
い
う
驚
く
べ
き
事
実

が
明
ら
か
と
な
�
た
の

だ
�
ま
た
�
出
土
し
た

土
器
の
特
徴
か
ら
�
こ

れ
ら
の
墓
が
七
世
紀
後

半
か
ら
十
世
紀
初
頭
ま

で
の
長
期
間
に
か
け
て

築
か
れ
た
物
で
あ
る
こ

と
も
判
明
し
た
�

8 年）　8月 29 日 日曜日

１３版
30

日
本
最
大
�

�

分
銅
形
土
製
品
出
土

　

二
十
八
日
�
熊
毛
郡

田
布
施
町
の
明
地
遺
跡

か
ら
国
内
最
大
の
分
銅

形
土
製
品
が
出
土
し
た

と
山
口
県
教
育
委
員
会

が
発
表
し
た
�

　

遺
跡
は
�
田
布
施
町

大
字
大
波
野
字
明
地
に

所
在
す
る
弥
生
時
代
中

期
か
ら
古
墳
時
代
中
期

に
か
け
て
の
大
規
模
集

落
で
あ
る
�

　

周
辺
地
域
の
ほ
場
整

備
事
業
に
伴
い
�
今
年

四
月
か
ら
山
口
県
教
育

委
員
会
と
財
団
法
人
山

口
県
教
育
財
団
に
よ
る

合
同
調
査
が
行
わ
れ
て

い
た
�

　

発
表
に
よ
る
と
�
今

回
出
土
し
た
分
銅
形
土

製
品
は
�
長
さ
約
二
十

二
�
�
厚
さ
約
三
�
�

重
さ
八
百
七
十
�
�
中

央
部
で
二
つ
に
折
れ
た

状
態
で
出
土
し
て
お
り
�

上
半
部
に
は
顔
の
表
現

が
な
さ
れ
て
い
る
�

全
体
像
を
知
り
う
る
分

銅
形
土
製
品
と
し
て
は

国
内
最
大
の
物
で
あ
り
�

弥
生
時
代
の
祭
祀
行
為
� 精

神
文
化
を
知
る
上
で

貴
重
な
資
料
と
な
り
そ

う
で
あ
る
�

　
　
　
　

�
藤
野
好
博
�

海
水
浴
�
�
�
�
終
�
�

冷
夏
�
影
響
�

　

二
十
八
日
�
山
口
県

の
海
水
浴
シ
�
ズ
ン
が

突
如
終
了
し
た
と
気
象

愛
好
家
グ
ル
�
プ
が
発

表
し
た
�
例
年
よ
り
一

週
間
早
い
終
了
に
�
県

民
の
過
半
数
は
と
ま
ど

い
を
見
せ
て
い
る
�

　

同
グ
ル
�
プ
に
よ
る

と
�
二
十
二
日
以
降
�

山
口
県
周
域
の
海
水
温

度
が
急
激
に
降
下
し
�

も
は
や
楽
し
い
気
分
で

海
水
浴
が
出
来
る
状
態

で
は
な
く
な
�
た
と
の

こ
と
�

　

対
立
す
る
全
国
海
水

浴
愛
好
家
グ
ル
�
プ
は
�

�
明
ら
か
な
情
報
操
作
�

�
ま
ず
計
測
デ
�
タ
を

明
ら
か
に
す
べ
き
�
と

怒
り
の
声
を
あ
げ
て
い

る
�
し
か
な
が
ら
�
毎

年
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the Seven of wonders of the ancient YAMAGUCHI

山口大学埋蔵文化財資料館第 24 回企画展

開催場所　国立大学法人山口大学　埋蔵文化財資料館

開催期間　平成 19 年 11 月 3 日（土）

　　　　　平成 20 年 2 月 29 日（金）

開館時間　午前 9 時～午後 5 時

休 館 日   土・日曜日、祝祭日、12 月 28 日～ 1 月 4 日
　　　　　　 ※11 月 3 日（土）は姫山祭のため臨時開館します

                      開館時間　午前 10 時～午後 6 時

                   ※休館日の観覧をご希望の方は事前にご連絡ください

　　　　　　　（団体での観覧に限ります）

入 館 料   無料

主　　催　山口大学埋蔵文化財資料館

�

お 問 い 合 わ せ 先

山口大学埋蔵文化財資料館
〒753-8516　山口市吉田 1677-1

Tel/Fax　083-933-5035

E-mail　yuam@yamaguchi-u.ac.jp

※新聞記事は事実に基づくフィクションです
　実際に発行されたものではありません


